
外国人介護人財を高度人材へ成長させるため教育は大切
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【技能実習1号】

【技能実習2号】

【特定技能1号】

介護福祉士実務者研修

指示の下であれば、決められた手順等に従って、基本的な介護を実践でき

るレベルに達し、初級試験に合格することができる

当直が可能となり、指示の下、利用者の心身の状況に応じた介

護を一定程度実践できるレベルに達し、専門級試験に合格する

ことができる

【技能実習3号】指示の下、利用者の心身の状況に応じた介護を十分

に実践できるレベルに達し、上級試験に合格することが

できる

介護技能実習評価試験

介護技能実習評価試験

介護技能実習評価試験

国家試験
【特定技能1号】

【介護福祉士】

指示がなくとも自ら、利用者の心身の状況に

応じた介護を実践できる

チーム内でリーダーシップを発

揮できる

◆ 技能実習から特定技能1号、介護福祉士へと計画・教育することにより計画的な配置が可能

◆ 人材にとっても長期的に働くことが可能に

日本語能力N4
簡単な言葉は理解できるが
コミュニケーションは難しい

日本語能力N3
コミュニケーションがかなりで
きるが複雑な指示・言葉は

まだまだ不足

日本語能力N2
日常的なコミュニケーションに
は困らない。介護福祉士試験の
内容も理解できる日本語力！

介護福祉士になれば在留資格
「介護」

期間の定めや業務の制限なく
就業可能に！


